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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、1990年代の大阪を事例とした、野宿者の析出と固定化のメカニズムに関する社会学的実証
研究である。 
90年代以降の日本では、長期不況をテコに新自由主義の勢いが強まり、自助努力・自己責任を強調する
自立支援型の社会政策が様々に展開されてきた。都市に顕在化した野宿者は、自己責任時代の無責任の典
型と見なされ、自立支援型社会政策の枠組みに真っ先に組み込まれた。そうした施策は、支援を拒否し、
野宿し続けることを選択する人々の存在を浮かび上がらせた。「社会生活の拒否」として病理化されるこ
うした選択が、野宿者にとって合理としてあるならば、それはいかなる論理によるのか。彼らの社会構造
的位置と主観的意味世界を総合的に視野に入れるために、生活構造―生活主体としての個人が文化体系お
よび社会構造に接触する相対的に持続的なパターン―の概念を用い、野宿者672人に関する量的・質的デ
ータから、その変容過程を描くことで、野宿者の「選択」のメカニズムを解明しようと試みた。以上の課
題と分析枠組みの設定を、1章「序論」でおこなった。 
2 章「野宿者の析出過程」では、彼らの生活史が、不安定就業、不安定居住、安定した家族の不在＝単
身へと収斂されていく過程であり、辿りついた生活は都市下層、とりわけ寄せ場労働者としてのそれであ
ることを明らかにした。そして、野宿直前の生活を構造化し、野宿へ至っても引き継がれていく価値規範
として「労働による自立」を抽出した。 
３章「労働市場からの排除と野宿状態の固定化」では、就労による野宿脱出が極めて困難であり、野宿
状態が固定化されていく中で、「労働による自立」という価値に裏打ちされた生活規範が変容を余儀なく
されることを明らかにした。 
４章「構造化される野宿生活」では、野宿の長期化に伴って「生活の型」が確立されていくと共に、「労
働による自立」という価値への同調が、就労による野宿脱出から、「誰の世話にもならず野宿状況を自前
で生きていく」へ読み替えられていくことを明らかにした。こうして読み替えられた生活規範と「生活の
型」が結びついた時、野宿生活はそれ自体維持されるべき生活として再構造化される。 
５章「『社会生活の拒否』という選択」では、野宿し続けるという選択は、野宿者の生活構造が、状況
を自力で生きていくという「生活の型」と、「労働による自立」という価値意識との複合体であるが故に
生じる抵抗であることを明らかにした。労働市場から排除され続け、就労による脱出が不可能であると考
える野宿者にとって、行政が用意する「自立」のルートに乗ることは、「一生、福祉の世話になって生き
ること」を意味する。「労働による自立」という価値に同調し続けようとする人々にとって、その価値実
現が可能なのは、野宿生活しか残されていないのである。 
この結論の理論的示唆は、市民社会において同調を期待される価値からの逸脱として理解される野宿者の
選択が、市民社会において同調を期待された「労働による自立」という価値に同調し続けるが故になされ
るという逆説である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、1990 年代の野宿者対策が想定する自立観と彼ら自身の労働観・生活観の齟齬、矛
盾を当事者たちの生活世界に分け入って明らかにすることに成功した。 
 分析枠組みを設定する第 1 章「序論」では、野宿者の析出と固定化のメカニズムを解明する
方法論として、〈生活規範〉と〈生活の型〉によって構成される〈生活構造論〉を新たに案出し
た。これは、野宿者の社会的行為と価値意識を一挙に捉える分析枠組みとしてきわめて有効であ
り、その着想に見られる独創性は高く評価できる。 
 第 2 章「野宿者の析出過程」では、野宿者の生活パターンが不安定化しながらも、〈労働によ
る自立〉という価値観を生活規範として内面化させ、かつ野宿生活に入った後も維持しているこ
とを、野宿者 700 人のインタビューから明らかにした。これは論者のオリジナルな発見である。 
 続く第 3 章「労働市場からの排除と野宿状態の固定化」と第 4 章「構造化される野宿生活」
では、野宿生活に入った後の〈労働による自立〉の変容過程が描かれている。この生活規範を維
持する野宿者が職に就こうと試みるのは当然であるが、その実現は極めて難しい。労働市場から
排除され、野宿が固定化する中で、やがて求職活動も行わなくなっていく過程で、彼らの生活規
範も変容を余儀なくされるのである。野宿が長期化するにつれて、テント・小屋掛け、アルミ缶
回収、そして自炊など、定住的な生活パターンがしだいに整序されていく。そして、そこに〈生
活規範〉の変容が伴うのだが、それは〈労働による自立〉から〈誰の世話にもならず自力で生き
る〉への価値意識の変容である。ここに野宿者の析出から固定化までの全過程が、生活構造の変
容過程として把握された。 
 最後の第 5 章「『社会生活の拒否』という選択」では、本論文の結論が以下のように述べられ
ている。労働市場から排除された野宿者が野宿し続けることを選択するのは、〈自力で生きる〉
という生活規範に沿って〈生活の型〉が整序されるときに生ずる「社会的抵抗」であった。この
生活構造の持ち主にとって現行の自立支援策は、「一生、福祉の世話になって生きること」しか
意味せず、したがって、自力で生きようとすれば、もはや野宿生活の道しか残されていないこと
になる。 
 この結論は、一つの逆説を含意している。俗説では市民社会からの逸脱として理解されている
野宿が、じつは〈労働による自立〉や〈自力で生きる〉という市民社会の価値意識そのものへの
同調によってなされていた――この逆説の発見によって、本論文は都市下層研究に一定の貢献を
果たしたと言える。また、この逆説は、定着型野宿者の労働観をよく理解し得ないままに立てら
れた当時の野宿者対策の表面性と脆弱性を突くことによって、社会学的基礎研究の実践的有効性
を示した点でも、学術的意義が高い。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
